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競技スポーツ支援事業 事務事業評価シート

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

スポーツ基本法が制定（平成２３年８月２３日施行）されたことに伴い、平成２４年３月３０日
付けで、スポーツ基本計画を策定し、①子どものスポーツの機会の充実、②ライフステージに応
じたスポーツ活動の推進、③住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備等が政策目標と
して掲げた。
これを受け、花巻市スポーツ推進計画を策定（平成２９年８月策定）し、より一層、スポーツ環
境の整備を図り、市民の多様化するニーズに対応したスポーツ教室等の開催につとめながら、ス
ポーツの機会の充実とスポーツ活動の推進を図っていかなければならない。
さらに、市民のスポーツに対する関心と意欲を高めるためにも、競技スポーツに取り組む環境づ
くりや競技力の向上が求められている。

　目標値が達成できている要因とすれば、各競技会において全国大会まで続く大会が増えている
ことも大きな要因の一つとして考えられる。
　また、若いアスリートの活躍が報道され注目を浴びていることが、各競技の児童・生徒等の刺
激になっていると思われる。

目標値より低い

　競技人口の減少が懸念されており、市民のスポーツに対する関
心と意欲を高めるため、競技スポーツに取り組む環境づくりや競
技力の向上が求められる。

 受益と負担の適正化余地 　市民のスポーツに対する関心と意欲を高めるためにも、競技ス
ポーツに取り組む環境づくりや競技力の向上が求められている。受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

成果指標
の達成度

目標値より高い ○ 概ね目標値どおり

③

②
目標

①

実績

全国大会出場件数

目標

実績

108

7

119 120目標

実績

124実績

29年度(実績)

③
計画

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 30年度(実績)

②
高校生一般の全国大会出場補助件
数

計画 7

①
児童・生徒による県大会以上出場
補助件数

計画 101

実績 18 12

委託

公
平
性

　スポーツ競技団体の指導者養成講習会や実技指導講習会を支援
し、練習環境の改善を図る。さらに、市内小学生を対象とした
キッズアスリート育成事業の実施により、県以上の大会への出場
機会の増加や優勝数の増加を目指す。

向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

　競技力の向上や全国大会等への出場を目指してもらうさらなる
支援等が必要にある。なお、すでに最低限の経費で事業を行って
いるため、削減の余地はない。

対象外
適正である共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

意図 競技力・指導力の向上を図る。
妥当である

見直し余地がある

①花巻市スポーツ競技大会出場補助金の交付（定額制）
②花巻市体育協会等への各種補助金の交付
（県民体育大会出場事業、競技スポーツ振興事業、武道教室開催業務）
③イーハトーブレディース駅伝大会の開催
④イーハトーブ花巻ハーフマラソン大会の開催
⑤県南広域圏スポーツ等連携事業の実施
⑥各種大会開催補助金の交付

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

妥当でない

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性

【 事後評価 】平成 30 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 10 06 01

政策 3-4 スポーツの振興
施策 2 競技スポーツの推進

31年度(計画)

30年度(実績) 31年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

104680 競技スポーツ支援事業

人づくり

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

目的 競技スポーツの支援を行う。

対象 市民、花巻市体育協会、実行委員会等

101

後援・協賛 補助・助成

29年度(実績)

市民参画の有無

市民協働の形態

実績 156 143
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① 花巻市スポーツ競技大会出場補助　14,157千円
単位：千円 小・中・高等学校、大学、一般……13,157、大学野球大会1,000

【補助金額】定額制
申請 補助 【補助対象人数】大会要項記載人数＋監督1名

【補助対象】スポ少、小・中部活動
　高校、大学、一般等　

※H27から交付要綱を定め定額制とした

②-1 県民体育大会出場事業補助　2,897千円

  花巻代表選手の参加料、交通費、宿泊費に対する補助　事業主体：体育協会

②-2 競技スポーツ振興事業補助金　1,000千円
　スポーツ大会開催、実技講習会開催に対する補助　事業主体：体育協会

②-3 武徳殿武道教室開催業務委託　278千円

　柔道・剣道・弓道を対象とした講習会　委託先：体育協会

○ ～ ③各実行委員会負担金等　12,650千円
・イーハトーブレディース駅伝　 　　　　  10月中旬 約100チーム
・イーハトーブ花巻ハーフマラソン大会　  
・県南広域圏スポーツ等連携事業　　　　　 　 県南マラソン等のシリーズ化 　

④各種大会開催補助金　1,075千円
・早起き野球リーグ　　 　　　　　　　 　 50　5～9月開催　114試合　18ﾁｰﾑ

・岩手県高校駅伝　　　　 　　　　　　　 125　10月下旬　男子28～32ﾁｰﾑ、女子18～22ﾁｰﾑ

・ふれあいソフトボール　 　　　　　　 　100　5月3～4日 石鳥谷ふれあい運動公園　18ﾁｰﾑ

・第6回環太平洋ｼﾞｮｲﾌﾙ･ｽﾛｰﾋﾟｯﾁ･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 　500　10月20～21日 石鳥谷ふれあい運動公園

・全日本実年ソフトボール大会　　　　  　300　9月1日～3日 石鳥谷ふれあい運動公園

⑤その他経費　1,423千円
報償費11（大会トロフィー等）、需用費549（大会用計測機用電池等）、委託料34、
手数料11、備品818

　

競技スポーツ支援事業

8,500 4月22日　参加者見込み 3,500人
150

目

01

事業ｺｰﾄﾞ

104680

旧法：スポーツ振興法の規定に基づき、平成12年9月に文部大臣告示としてスポーツ振興計画を策定。その中で生涯スポーツ（現地域ス
ポーツ）社会の実現のため、子どもの体力向上方策や総合型地位委スポーツクラブ設立の全国展開を行ってきた。その後、平成23年8月、
スポーツ基本法を制定し、平成24年3月にスポーツ基本計画を新たに策定。平成29年3月第2期基本計画（H29～H33)策定。平成29年8月に
は、市スポーツ推進計画を策定した。

一般財源 31,169 33,480

事業名

年度 平成

一般 10 06 競技スポーツ支援事業

※特定財源の内訳

その他

単年度繰返 期間限定 〔平成

事業開始の背景・経緯

スポーツの振興

事業概要

①花巻市スポーツ競技大会出場補助金の交付（定額制）
②花巻市体育協会等への各種補助金の交付
（県民体育大会出場事業、競技スポーツ振興事業、武道教室開催業務）
③イーハトーブレディース駅伝大会の開催
④イーハトーブ花巻ハーフマラソン大会の開催
⑤県南広域圏スポーツ等連携事業の実施
⑥各種大会開催補助金の交付

事業説明資料

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他意見・提言等）

部重点施策における目標

年度〕事業期間

4,000

2,311

地方債
財
源
内
訳

国・県

31,169 33,480 2,311

29年度
決算額(A)

30年度
決算額(B)

31年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費

担当係長 内線

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

担当部署 部名 生涯学習部 課名 スポーツ振興課

平成 30 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
菅　史 438

地区大会 県大会 東北大会 全国大会

花巻市
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○

○

○
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はなまきベースボールフェスタ開催事業 事務事業評価シート

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

ドリームベースボールについては、宝くじの事業であり、当市の申込に対し採択された事業であ
る。
また、西武ライオンズの事業については、事業概要にも記載しているが、４名ものゆかりの選手
を輩出している球団であり、子供たちへの普及と意識づけを図るためには、この上ない事業とな
る。さらに、野球競技だけではなく、地域社会全体ですべてのスポーツ推進に取り組む体制づく
りにもつながっていく事業となる。

野球教室、指導者講習会参加人数
　・ドリームベースボール野球教室　　　456人
　・ドリームベースボール指導者講習会　 75人
　・若獅子凱旋ふれあいイベント　　　　356人　　計887人
観客数
　・キラキラはなまき銀河鉄道ナイター　20,602人
　・ドリームベースボール　　　　　　　 2,432人
　・若獅子凱旋ふれあいイベント　　　　 2,413人　計25,447人

目標値より低い

21,000
25,447

　少子化及びスポーツする子供としない子供の二極化により、競
技人口の減少が懸念されているなか、市民のスポーツに対する関
心と意欲を高めるため、競技スポーツに取り組む環境づくりや競
技力の向上が図られる事業であり、妥当である。

 受益と負担の適正化余地 　市民のスポーツに対する関心と意欲を高めるために即効性があ
り、地域社会全体ですべてのスポーツ推進に取り組む体制づくり
につなげていくことができる事業である。

受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

成果指標
の達成度

○ 目標値より高い 概ね目標値どおり

③

② 観客数 人
目標

①

実績

野球教室、指導者講習会参加人数

目標

実績

人
300目標

実績

887実績

29年度(実績)

③
計画

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 30年度(実績)

②
計画

①
計画

実績

委託

公
平
性

　競技力、指導力の向上もでき、子供たちへの普及・意識付けが
できる有効性の高い事業である。向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

　当市への派遣費等は、他団体が負担する事業となっており、こ
れ以上の削減余地はない。

対象外
適正である共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

意図 競技力・指導力の向上を図る。
妥当である

見直し余地がある

本市は、大谷翔平選手（花巻東高校→日本ハムファイターズ→エンゼルス）、菊池雄星選手（花
巻東高校→埼玉西武ライオンズ）、畠山和洋選手（専大北上高校→ヤクルトスワローズ）、山川
穂高選手、外崎修汰選手、多和田真三郎選手（いずれも富士大→西武ライオンズ）など多くのプ
ロ野球選手が活躍しており、野球は市民の関心・熱意が非常に高い競技の一つとなっている。
このような背景のもと、野球競技のさらなる振興、子供たちへの普及と意識づけを図り、次世代
のプロ野球選手を輩出するために、指導者や競技者の育成を行うとともに、地域社会全体ですべ
てのスポーツ推進に取り組む体制づくりにつなげていくために開催する。

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

妥当でない

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性

【 事後評価 】平成 30 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 10 06 01

政策 3-4 スポーツの振興
施策 2 競技スポーツの推進

31年度(計画)

30年度(実績) 31年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

104870 はなまきベースボールフェスタ開催事業

人づくり

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

目的 競技スポーツの支援を行う。

対象 野球指導者、野球スポーツ少年団

後援・協賛 補助・助成

29年度(実績)

市民参画の有無

市民協働の形態

実績
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単位：千円

　　　　　　　・花巻東高校、富士大学

○ ～

　

はなまきベースボールフェスタ開催事業

事業名

年度 平成

3,000

一般 10 06 はなまきベースボールフェスタ開催事業

※特定財源の内訳

地域経営推進費　3,775千円
まちづくり　3,000千円

その他 3,000

目

01

事業ｺｰﾄﾞ

8,912 8,912

2,137

財
源
内
訳

単年度繰返 期間限定 〔平成

事業開始の背景・経緯

スポーツの振興

本市出身校より近年多くのプロ野球選手が輩出され活躍しており、野球は市民の関心・熱意が非
常に高い競技の一つとなっている。このような背景のもと、競技のさらなる振興、子供たちへの
普及と意識づけを図り、次世代のプロ野球選手を輩出するため指導者や競技者の育成を行う。

一般財源 2,137

事業概要

①花巻デー（仮称）の開催　5,850千円
②宝くじスポーツフェア　ドリームベースボールの開催　1,000千円
③野球教室の開催　1,700千円

事業説明資料

意見・要望等の状況（市政懇談会や支所執務、議会答弁対応その他意見・提言等）

部重点施策における目標

年度〕事業期間

【派遣選手】　菊池雄星投手、山川穂高選手、外崎修汰選手
【来場者数】　2,413名（トークショー、野球教室の合計）
【内容】　花巻市スポーツ栄光賞贈呈式、ふれあいトークショー・抽選会、ふれあい野球教室

当市にゆかりのある埼玉西武ライオンズの４選手を講師として招き、現役選手ならではの極意を学び、受講者にプロ野球選
手が身近にいることを感じてもらい、野球レベルの底上げや野球人口を減少させない機会とする。

【開催日】  　平成30年12月2日（日）　【場所】　花巻市総合体育館

埼玉西武ライオンズ　メットライフドームを「キラキラはなまき銀河鉄道ナイター」と称し、花巻一色に球場を染め、ゆか
りのある選手４名の活躍を後押しすると同時に当市の物産・観光をPRし関東圏からの誘客につなげる。

地方債 タイトルホルダー等の著名な元プロ野球選手からなるドリームチームと開催地チームとの親善試合や指導者講習会や教室を
実施する。

国・県 3,775 3,775

29年度
決算額(A)

30年度
決算額(B)

31年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

①キラキラはなまき銀河鉄道ナイター

内線担当部署 部名 生涯学習部 課名 スポーツ振興課

平成 30 年度 事業説明資料 【 】

項会計 款

事後評価
菅　史 438担当係長

【関連事業】　指導者クリニック75名、野球教室456名、ふれあい講演、ふれあいトークショー等

③若獅子凱旋ふれあいイベント

104870

153

36

雑収入 734 80 654
8,550

報償費 2,184 239 201 1,744

※旅費362、　負担金8,550

【平成30年度はなまきベースボールフェスタ実行委員会収支決算】

5,850 1,000 1,700

計 9,284

決算額

5,930 1,000 2,354

ナイター ドリーム 若獅子
支出

【対戦カード】埼玉西武ライオンズVS福岡ソフトバンクホークス
【主な内容】　・来場者数：20,602人　・小学生招待…親子バスツアー33組、計66名

・観光・物産・ふるさと納税のPR

【開催日】平成30年7月31日（火）【場所】埼玉西武ライオンズ　メットライフドーム

・花巻東高校、富士大学、野球協会等招待45名

②宝くじスポーツフェア　ドリームベースボール

【開催日】  　平成30年9月29日（土）、30日（日）【場所】花巻総合体育館（雨天のため）

借上料

489

239消耗品費
役務費

食糧費
旅費 137

ドリーム 若獅子

162

【対戦カード】ドリームチームVS開催地チーム（花巻選抜）　※荒天のため試合中止

収入

負担金

9,267

245
202

4,040
1,731委託費

予備費
計

スポンサー料 4,040
892

5,751

336

86
55
40

270

988

137
117
164

収入計9,284千円―支出9267千円＝17千円は次年度へ

謝金、記念品等
選手、スタッフ昼食、ケータリング
スタッフ旅費等

花巻市負担金
備考

ナイターチケット代、協賛金等

ボール、ベース、花束等
荷物輸送、輸送トラック等
駐車場、送迎車等

記念撮影、看板作成等

備考

26

569

2,528

決算額 ナイター


